
新聞系データベース

その他データベース

図書館ではいくつかの有料データベースを契約しています。活用できると一般の検索
サイトより欲しい情報が早く、正確に入手できますよ。ぜひ使いこなせるようになりま
しょう。

データベース名 概要

朝日新聞クロスサーチ 朝日新聞の記事の他に雑誌「AERA」などの記事が検索・閲覧
できます。

中国新聞plus日経テレコン 中国新聞の記事のほか、広島経済研究所企業情報なども検
索・閲覧ができます。

読売新聞データベースヨミダス歴史館 明治から現在までの読売新聞の記事を検索・閲覧できます。

日経テレコン（教育機関向け） 日経各紙の新聞記事や日経会社プロフィル、財務情報、各種
統計データを収録しています。

Press Reader 世界約140ヵ国、60言語、6,000紙・誌以上の新聞・雑誌を、
紙面イメージそのままの状態で閲覧できます。

データベース名 概要

Japan Knowledge Lib 70以上の辞事典、叢書、雑誌が横断検索できる国内最大級の
辞書・事典サイトです。

日経BP記事検索サービス 日経BP社が発行する雑誌のバックナンバー記事を閲覧できま
す。

国際問題アーカイブ 公益財団法人日本国際問題研究所の刊行誌『国際問題』の最
新号、バックナンバーなどが検索・閲覧できます。

ルーラル電子図書館 農文協が運営する「有料・会員制の農業情報提供サイト」で
す。様々な角度から農業に関する情報を発信しています。

例えばこんな使い方

・中国新聞plusを使い広島G7サミットに関するローカルの記事を検索する。
・Press Readerで英字新聞を使ってリーディング、リスニングの練習をする。
・日経テレコンで就職希望先の企業の情報を入手する。

例えばこんな使い方

・「Z世代」の意味や定義を知るためにJapan Knowledge Libで検索する。
・日経BPで「ChatGPT」の動向に関する記事を検索する。

附属図書館ウェブサイトからアクセスできます。
附属図書館ウェブサイト ホーム＞資料の検索＞契約データベース

そもそもどこから使えるの？

データベース紹介

NEXT データベース利用上の注意→

https://www.lib.hiroshima-cu.ac.jp/searchs/database/


利用上の注意

学外からの利用

・契約データベースの利用は本学の学生・教職員に限ります。

・基本的に学内ネットワークに接続した端末であれば、ID・パスワード入力をしなくても
自動的に接続されます。

・各データベースの説明に記載されている「同時アクセス数」とは同時にアクセスできる
上限数を表しています。利用ができないと表示された時は、他の人が使用中なので、
時間を置いてアクセスしてください。

・他の利用者の妨げにならないよう、使い終わったデータベースは必ずログアウトして
終わらせてください。（「必ずログアウトしてください」の注意書きがないデータベー
スについては不要です）

学外から利用可能なデータベースもあります。各データベースの説明にあるリモートア
クセスの欄に「学認」又は「VPN」の記載があれば学外からでもアクセスできます。

詳しくはウェブサイト上の利用上の注意をご確認ください。

学認 アクセス方法 VPN

不要 端末への設定 必要

広島市立大学のアカウントである
ことを選択し、Hunetアカウント
でログインする。

接続方法
自分の端末を学内ネットワークに
接続するよう設定して利用する。

詳しくはウェブサイト上の学外からのリモートアクセスについてをご確認ください。

今回は日本語のデータベースを主に紹介しましたが、

海外学術雑誌を集めたデータベースや電気・情報工学分野の

海外データベースも契約しています。

ニーズに合ったデータベースを見つけて、

ご自身の学習にお役立てください。

https://www.lib.hiroshima-cu.ac.jp/searchs/database/db_info/
https://www.lib.hiroshima-cu.ac.jp/searchs/database/db_remote/

